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今後の展開と課題

ＮＰＯ法人広域連携医療福祉システム

支援機構 （略称：NPO法人GCMS）

理事 沖 眞

今後の進め方
１

NPO,GCM会員間で実験的試行
（NPOのWebページの会員のページに掲載）

一般公開

評価・改善
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医用福祉工学基盤技術コンテンツ群

医工連携システム構築コンテンツ群
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広域連携システムプロトタイプ事例

デジタル出版構想

目的

地域医療ＩＣＴ人材育成支援向けとする

具体的には、企業ICT技術者向け

医療福祉実務テキスト、ガイドブックなど

大学学部生、大学院生向け

医用福祉工学ゼミ教材など

効果

デジタル出版事業(当面無償提供)を始めることで、NPO/GCM

の活動が広くPRされれば、会員増なども期待される。

また将来的には、コンテンツの有償化も検討し、 NPO収入の
一環とする。
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デジタル出版物案

以下の文献集について、表紙、目次、まえがき

などを付け、著作物としての体裁を整える。

（１）医用福祉工学基盤技術編

（２）医工連携システム構築編

（３）広域連携システムプロトタイプ事例集

課題
１．コンテンツごとの有効性評価

コンテンツ検索、閲覧頻度集計で評価

サイト内検索、アクセス解析の利用

２．デジタルコンテンツ公開サービス事業の

対外PR

SNS(FaceBook)などの利用

３．コンテンツの著作権

NPO法人GCMSホームページ上へのコン

テンツ掲載の際、対策は講じている。
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おわりに

ご清聴ありがとうございました。

NPO法人GCMS


